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番　　号 令８・13号 受理月日 令和８年７月31日 付託月日 令和８年９月17日

件　　名
河川法の規定で地中化が不可能とされる一方通行の世田谷区道に連なる
危険な電柱について、管理する東京電力と移設等に向けた協議の速やか
な実施を求める陳情

請 願 者

紹介議員

【要旨】
一方通行の世田谷区道には、河川法の規定により地中化出来ない電柱が乱立してい
ます。一方通行の世田谷区道は狭隘であり、危険性は日常的です。災害時の地域住民
の被害の軽減を図る意味でも、一刻も早く東京電力等と地中化以外の移設、移転等の
方策について協議を進めてください。

【内容】
震災時の避難誘導、火災発生時の延焼火災防止を迅速に行うため、東京電力株式会
社が管理する電柱について、移設、移動に向けた働きかけを世田谷区から積極的に
行って頂きたい。
この要望は、区民や在勤者、在学生、世田谷区での営業活動、観光等での来訪者、
高齢者等の所謂災害弱者が災害時に迅速に避難が行えるための要望であり、災害時に
立場の違いを越えて企業、行政が一致協力し地域での救援救助活動への一助として貢
献することを促すものである。電柱の移転、移動への世田谷区からの働きかけに際し
ては、併せ、必要に応じ、警視庁、東京消防庁、東京都、周辺企業、学校等にも協力
を求めて頂きたい。

【要望理由】
世田谷区の災害対策に関わることで、区民にとって非常に心配なことが判明したこ
とによる。
具体的には、目黒川緑道（歩行者専用道路）と自転車専用道路に並行して通る一方
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通行（国道 246 から直ぐの三菱UFJ 銀行池尻センター真裏 : 世田谷区池尻 3－ 1 と
東京燃料林産中央支店との境界地点を始点として終点は東仲橋側の三菱電機システム
サービス : 世田谷区池尻３－ 10 の角まで）の世田谷区道、及び区道に繋がる狭隘道
路に設置されている東京電力の電柱の災害時の危険性についてです。
① 地盤が脆弱なため震災時（地震、荒天時の突風）での倒壊の危険性が心配され、
災害時には電柱の倒壊による、周辺建物への被害や道路の封鎖、通行車両や人身へ
の被害等、二次災害の危険性も懸念される。

② 周辺は河川法が適用され、地中にスペースが全く無いため電柱の地中化は無理で
ある。

③ 一方通行の世田谷区道と、その区道に繋がる狭隘道路の周囲は住宅密集地域であ
り、周辺には大学の付属中高等の学校も多くあるので通勤通学の生活道路にもなっ
ている。そのため、一方通行の交通ルールに左右されない歩行者や自転車、電動
キックボード等の往来も多い。さらに、世田谷清掃事務所のゴミ収集車、トラック
等の物流や工事関係車両、配達車両、タクシーも通るので電柱が死角になり、危険
に感ずることは日常茶飯事である。

④ 目黒川緑道（歩行者専用道路）は災害時、世田谷区の広域避難場所になっており、
災害時には周辺住民や学校、病院、会社等からの避難民が殺到することも想定され
るが、世田谷区道と、その区道に繋がる狭隘道路が電柱の倒壊で塞がり、消防や救
急等の緊急車両や避難民への給水車両、食料等の物資支援車両に大きな支障が出る
可能性がある。さらに、一方通行の世田谷区道は国道 246 号線から繋がる区道でも
あるので、災害時に国道 246 号線が建物の倒壊、道路陥没等で通行止めになった場
合、迂回ルートとしての役割も大きくなるので安全な通行を確保するためにも電柱
の移設、移動等による区道の拡幅は喫緊の課題である。
⑤ 一方通行の世田谷区道と、それに繋がる狭隘道路の周囲は住宅密集地域であり、
古い木造の集合住宅や戸建て家屋も多い。高齢者や身体にハンディを抱えている方
も少なくないので、現状のままでは、失火や震災時等での火災時の避難や消防車等
による消火活動や救出活動に東京電力の電柱が大きな支障となり得る。
　　さらに、東京 23 区が協力して取り組むプラスチックごみの分別収集に向けて、
ごみ収集回数の増加や収集車による迅速な回収も喫緊の課題であり、そのためにも、
迅速な収集車の運行の妨げになりうる電柱の移設、移動等が大きな課題となる。
⑥ 三菱UFJ 銀行池尻センターは建て替えを予定しており、目黒川緑道の一方通行
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の世田谷区道側はセットバックし、建物の高さを現状より低くし樹木を植え地域貢
献により世田谷区政に協力するとのことなので、この機会に電柱の移設等も併せて
すれば世田谷区道の安全性は高くなる。さらに、一方通行の世田谷区道に面して古
い木造の空き家とも思われる民家と、その民家に繋がる東京電力の電柱からの電線
もあるので、三菱UFJ 銀行池尻センターの建て替えに併せて電柱の移設、移動が
出来れば、震災や火災発生時の避難、消火活動等が、より迅速に行われるのではな
いだろうか。さらに、現状のまま電柱が放置され続けるよりも、周辺地域住民の避
難誘導や消火活動、救命活動も迅速に行えると思われる。


